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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  トウモロコシの「優良品種」として新たに２品種が選定された。 

  選定基準は「福島県優良品種（輸入Ｆ１サイレージ用トウモロコシ）総合評価基準」 で８０点以上かつＤ

ランクがないことを条件とした。 

  ただし「ＦＦＲ７４７」については、総合成績では８０点に満たなかったが、理由と して、表１のとおり平成１

０年度の台風被害による低い評点の影響である。「他の２年 間および現地ほ場では成績が良かった」、「Ｄ

ランクがない」、「総合成績で標準品種 並みの成績が得られた」ことから、基準は満たしていると判断され

た。 

 

（１）優良品種の特性 

  １）「ＡＺＵＲＩＳ」：相対熟度１１７日の早中生タイプで高標高地での栽培も可能。稈長はやや高いが着雌

穂高比率は低い。安定多収。高標高地では8,000本/10aとする。 

  ２）「ＦＦＲ７４７」：相対熟度１２５日の中生の晩タイプ稈長はかなり低いが、安定多収。 

 

 ２ 期待される効果 

 （１）飼料作物の安定生産が可能となり、大家畜生産の安定が期待される。 

 （２）耐倒伏性、耐病性が強く、乾物収量等の安定多収が期待される。 

 

 ３ 適用範囲 

 （１）「ＡＺＵＲＩＳ」：平坦部のトウモロコシ１期作地帯および標高500mまでの高標高地 

 （２）「ＦＦＲ７４７」：平坦部のトウモロコシ１期作地帯 

 

 ４ 普及上の留意点 

 （１）適期播種を心がけ、適栽植密度（本／10a）を守って品種の特性を活かし、早刈りや刈遅れのないよう

にする。ただし、ＡＺＵＲＩＳの高標高地での栽植密度は極早生品種と同様の8,000本/10aとする。 

Ⅱ 具体的データ等 

表１ トウモロコシ総合成績（１９９６～１９９８） 



 

  ＊平成９年大玉村玉ノ井の現地ほ場データ（協力：安達地域農業改良普及センター） 

 

Ⅲ その他 

 １ 主要な参考文献・資料：平成10年度草地・飼料作関係試験成績概要 


